
 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 上伊那教育会 

第４回 総 会 
期日：令和４年１月 27 日（木） 会場：上伊那教育会館講堂 

１ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 議事 

(1)第 1 号議案「会費の変更（案）」承認に関する件 

(2)第２号議案「オンライン会議ツール管理・使用規定

（案）」承認に関する件 

４ 報告 

(1)上伊那教育会理事会 報告 

(2)信濃教育会常任委員会 報告 

(3)信濃教育会臨時総会 報告 

(4)県内教育関係機関研修報告座談会 報告 

(5)公益目的事業を行う外部団体等への助成金について  

５ 協議 

(1)「あり方委員会」答申について 

(2)令和４年度に向けた上伊那教育会諸事業の改善・充 

実に関する意見・要望等について 

６ 諸連絡 

(1)研究紀要 43集配布について 

(2)令和４年度教科等教育研究会の発足に向けて 

(3)令和４年度各種委員会委員候補自己推薦について 

(4)令和４年度教育関係年間計画の作成について 

(5)旅費の精算について 

７ 閉会の言葉 

原文章会長 挨拶  

まん延防止等重点措置の適用を受

け、感染予防対策として、総会は正副会

長等、必要最小限の役員が参集して執

り行いました。 

総会は書面決議とし、各校代議員へ

はオンライン配信しました。 

令和３年度も残すところ登校日数で 30 日程度となりました。ご承知のように、これまでにないス
ピードで感染が広がる新型コロナウイルス感染症の流行により、長野県に初めてまん延防止等重点措
置が適用になり、各校ではここ数日今後の対応に追われていることと思います。また、すでに児童生
徒の陽性者や濃厚接触者等に対し、その対応に日々力を注いでおられる学校や先生方も少なくないと
思います。そのような大変な状況の中、本日の第4回総会にオンラインでご参加いただきありがとう
ございます。 
本日の総会は、教育会館が休館になったこと及び教育会ガイドラインに沿って、参集とはせず、議

事については書面決議とさせていただきました。ただ、2 つの議事の他、大切な報告や協議・連絡等
がありますので、オンラインによりポイントを絞って説明をさせていただくことにいたしました。ど
うぞ、よろしくお願いいたします。 
さて、10 月 18 日の第 3 回総会以降、新型コロナの感染拡大が落ち着いたことにより、教育会の

事業も一部変更したところもありますが、ほぼ予定通り実施することができました。ただ、郡市連合
音楽会については、練習や当日の感染防止対策を十分に講じることが困難であったためやむを得ず中
止といたしました。 

 有賀議長    松井副議長 

会長挨拶 原文章会長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 第 1 号議案「会費の変更（案）」承認に関する件 

  再任用フルタイム勤務教職員の会費の変更について提案。 

(2) 第２号議案「オンライン会議ツール管理・使用規定（案）」承認に関する件 

  新型コロナウイルスの影響によるオンライン会議を適正かつ安全に運用できるよう提案。 

  第１号議案、第２号議案について原会長より提案がされました。 

 

 

 

 

(1) 上伊那教育会理事会 報告    【原会長】 

  上伊那教育会理事会の報告がありました。  

(2) 信濃教育会常任委員会 報告  【原会長】 

  11 月 22 日に開催された第 5回常任委員会につ 

いて報告がありました。 

(3) 信濃教育会臨時総会 報告   【原常任委員】 

  11 月 30 日に開催された第 3回臨時総会につい 

て報告がありました。 

(4) 県内教育関係機関研修報告座談会 報告【沼野常任委員】 

  今年度の報告座談会のまとめと来年度への要望 

について報告がありました。 

(5) 公益目的事業を行う外部団体等への助成金について 【飯澤事務局長】 

  各団体への令和４年度申請額の決定について 

報告がありました。 

 

 

 

 

(1) 「あり方委員会」答申について【根橋委員長】 

 原会長からの諮問に対し、あり方委員会としての 

答申がされました。 

議 事 

報 告 

協 議 

10 月 22 日の文学講演会では人数を限定して実施し、今年も講師に堀井正子さんをお迎えして、
芥川龍之介と井上井月の関係にまつわる大変興味深いお話しをお聞きすることができました。また、
10 月 19 日及び 12 月 20 日に、信濃教育会との共催で初めて実施した「信州教師塾Ｂ」の研修講
座も、参加された先生方に大変好評をいただき、参加したくなる研修のあり方について私も大変参考
になりました。 
その他、今年度から研究に軸足を移した教科等に関わる各委員会では、多くの委員会で積極的に授

業公開と授業研究を積み重ねていただいたり、後で答申がある「あり方委員会」の先生方も今までに
ない精力的な活動で答申を挙げてくださったりと、コロナ禍でもそれぞれに工夫をしながら熱心に取
り組んでいただく姿がありました。感謝です。 
今後、それぞれの委員会等では、今年度の反省とまとめを行うと思いますが、ぜひ今年度の成果を

参加された委員の皆さんで確認していただき、さらには来年度に向けて今年度の活動が生かされ、引
き継がれていきますようよろしくお願いします。  
最後に、明日は授業研修委員会による授業研修会が開催されます。また、明後日土曜日には郷土研

究部の研究発表会がそれぞれオンラインで開催されます。オンラインですので、ぜひ多くの皆様に参
加していただき、それぞれの委員や研修に参加していただいた先生方の熱のこもった取組と成果を共
有していただきたいと思います。それでは、本日の総会、よろしくお願いします。 

 

研修報告座談会の報告 沼野常任 

根橋あり方委員長から原会長へ答申 



(2) 令和４年度に向けた上伊那教育会諸事業の改善・充実 

 に関する意見・要望等について 【清水幹事長】 

   各校から寄せられた意見・要望、令和４年度の方向が     

提案されました。 

 

 

 

 

 

(1) 研究紀要 43 集配布について          【山内郷土研究部長】 

(2) 令和４年度教科等教育研究会の発足に向けて  【小野幹事】 

(3) 令和４年度各種委員会委員候補自己推薦について【清水幹事長】 

(4) 令和４年度教育関係年間計画の作成について  【清水幹事長】 

(5) 旅費の精算について             【飯澤事務局長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの学校では、一年間のまとめと次年度の方向を考える、そんな時期になってきたかと思い

ます。教育会においては、コロナ禍でオンライン開催や縮小等もありましたが、本年度はこれまで、

ほぼすべての事業を行うことができました。これも、各校代議員の皆様のお陰と感謝いたします。 

 本日の総会では、「会費の変更」「オンライン会議ツール管理・使用規定」という新しい提案をさせ

ていただきました。また、教育会の事業について、本年度の反省をもとに来年度への課題と重点につ

いて説明させていただきました。 

各校からは、教育会に期待するものや、研修の場を大事に受け止めていきたいという、意見・要望

をいただいております。研修が思うようにできない、そんな時期を経たことにより、研修の意義・意

味を改めて考えることができた、そんなふうに思っております。不易なるものを大事にしながら、コ

ロナ禍でのあり様や、出していただいた意見、あり方委員会の答申等を参考にし、可能な限り今後の

教育会の事業に活かしていきたいと思います。 

 代議員の先生方には、来年度当初の選挙や発足まで、途切れることなくお仕事をお願いすることに

なります。今後とも大変お世話になりますがよろしくお願いいたします。 

浦山哲雄副会長 閉会の言葉 

諸連絡 
研究紀要について 

山内郷土研究部長 


